



生母に持つ。光源氏の異母兄にあたり、二十四歳で即位した。柔和な性格で、光源氏に優しく接し、朧月夜との密通事件が起こっても、彼女を許して寵愛する。しかし、母后と祖父右大臣からの圧力を受け、光源氏を須磨に流 。夢の中で桐壺帝に叱責され、心労から眼病を患って後、光源氏を召還し、異母弟冷泉 三十二歳で譲位した。彼は四十二、三歳頃に出家を思い立ち 娘 女三の宮 婿選びについて、多くの貴公子を吟味するも、最後は四十歳を迎える光源氏に、正妻として半ば強引に降嫁させた
朱雀帝の登場は光源氏誕生と同時期の「桐壺」の巻からであるに









































いと急にさがなくおはして、その御ままになりなむ世を いかならむ 、上達部 殿上人、皆思ひ嘆く。
（ 「賢木」②九七―九八頁）
帝は、院の御遺言違へず、あはれに思したれど、若うおはしますうちにも、御心なよびたるかたに過ぎて、強きところおはしまさぬなるべし 母后、祖父大臣とりどりしたまふこ は、え背かせたまはず 世 まつりごと、御心にかなはぬやうなり。
（ 「賢木」②一〇四頁）















春宮（冷泉帝）をば、今の皇子にな てなど、のたまはせ置きしかば、とりわきて心ざしも すれど、こ にさしわきたる
まにも、何ごとをかはとてこそ。年のほどよりも、御手などのわざとかしこうこそものしたまふべけれ。何ごとに はかばかしからぬみづからの面起こ になむ。
（ 「賢木」②一二四頁―一二五頁）















さも心交はさむに、 似げなかるまじき人のあはひなりかし」 （ 「賢木」②一二四頁）と咎めなかったことから、朱雀帝自身、 「罪」と認識していない。須磨流謫は弘徽殿大后と祖父右大臣が光源氏の失脚を狙って密通をフレームアップした結果である。桐壺 の遺言へ 罪悪感も重なり、朱雀帝は眼病を患う。母后や祖父右大臣の意向と、父帝の遺言の板挟みに陥っている。この板挟みの後、桐壺帝を夢に見た朱雀帝は光源氏に帰京の宣旨を下した





















「占めの外」 「宮中の外」がかけられる。返歌、 「しめのうちは……」にも用いられ、女御が斎宮時代を懐かしむ歌となる。 「神代」は贈歌「その神」に対応し、朱雀帝の御代を指す。女御は朱雀帝の御代の斎宮で御代の象徴の一つでもある。
朱雀帝は退位して宮中の外、女御は宮中の内にいるため、二人の
































朱雀帝の詠歌に対し、冷泉帝の詠歌は兄帝を慰めるような歌となるが、 「いにしへの めし」は聖代桐壺帝の御代を指し、朱雀帝 御代を称賛するものではない。「少女」の巻、 「藤裏葉」の巻いずれも、朱雀帝の詠歌は現王朝への不満を含むとも受け取られかねない詠みぶりである。 「藤裏葉」では「恨めしげ」という部分から、更にその度合いが強くなるが、冷泉帝の返歌がメインとなり、夕霧との容姿の酷似へ話はそれ、朱雀帝の御代に対する執着を表す和歌への言及が一切ない。朱雀帝が今になって自身の御代を振り返っている部分には、寂寥
や疎外感の他に 位についた者として 意識の残存と考えられる春日美穂氏はこ 様を「妄執」と表現し、 としての意識を失わないことは、帝としてあるべき姿のひ つではないかと指摘されている⑸
。退位した朱雀帝は板挟みからの解放感を感じたが、聖代を実現






はた かであるが、それは東宮を通じた政治的主体を持つことであり、自分自身が帝である御代に主体性を持つことではない。帝として主体性を持って君臨した桐壺帝の御代と引き比べられてい 中での詠歌である め、朱雀帝はあくまで、自分自身が主体、帝となった御代に執着していたと捉え べきである。
第一部、譲位後の朱雀帝の歌には、朱雀帝自身と、 「内裏との距
離」がたびたび詠まれ 。内裏の外である「しめ 外」 詠みこまれ、朱雀帝自身が内裏から既に退出した存在であることが歌われ 。次には 院で日々を過ご ることを 霞をもって隔たる「すみか とし、その距離は開いていく。そして 「藤裏葉」の巻で「恨めしげ に詠んだ歌で 政治に影響力を たない自身を「里人」と表現する。
朱雀帝の強引さは第二部で「急変」したのではなく、第一部から










を憂慮し続ける。 かし、降嫁実行 出家に至らせる部分を暴走と言い切ることが 来 か疑問が残る。朱雀帝は降嫁の失敗を後悔しながらも、光源氏 変わらず女三の宮を後見することを頼みに、光源氏の反対 押し切って女三の宮を出家させた。第二部でも、後悔をエネルギーとして行動する朱雀帝が見 れ
女三の宮偏愛の理由は、生母を喪っていること、精神的に幼いこ








































夫婦生活を送ることを朱雀帝は期待していた。しかし、女三の宮の出家願望を目の当たりにし、結婚が失敗だったことを悟る。光源氏に託したこと 後悔し、以後は光源氏を単なる後見と見なす。この朱雀帝の意識は、同じく降嫁への「後悔」から始まっ ものであるが、第一部 「後悔」と異なり、そ エネルギーは女三の宮を出家させること のみ発揮され、以後 朱雀帝は直接物語に関わらない。しかし女三の宮は六条院の女主人と て世間から認識され続け、紫の上は死去し 光源氏も出家できなかっ 。女三の宮降嫁におい朱雀帝は光源氏や紫の上に対して優位に立ち 権力を振りかざすことによって、憂愁を与え続ける。
おわりに
朱雀帝は光源氏と比較した際に、日陰の立場、負け犬と評価され
る論が多い。それは、栄華を極めた光源氏に対して、敗北者 印象が朱雀帝にあることによる。しかし、実際 朱雀帝は光源氏 様々
な困難を与え、光源氏に決して思うままの栄華を許さない存在であった。
朱雀帝は赤子時分から「東宮候補」として登場する。在位中は主




も無く、 「人聞きを憚る 事も残さず生涯を閉じた。 「御法 、「幻」の巻で光源氏は紫の上の死を追ったかのような出家であると世間に認識されることを避けるため、出家できなかった。光源氏は「絆」が多く、女三の宮 出家しているが、光源氏自身 進言したことで六条院に住む
⑼
。紫の上との仲睦まじさは、女三の宮が不遇







備わっていた。朱雀帝は、 その憂愁を与え続け、 光源氏に「人聞き」を意識させる。女三の宮降嫁と出家は、光源氏の准太上天皇という権威 、 「一代の帝」という「公人」 立場 以て形骸化させた。女三の宮の父朱雀帝に、婿君光源氏は紫 上の苦悩との板挟みに陥る。 「一代 帝」 である朱雀帝の女三の宮は、 世間的にも重んじられ、第二部において栄華を極めた光源氏は「人聞き を憚 ことが多くなる。この過程を確認することで に対し 明らかに「一代帝」である朱雀帝が優位にたった 考えられる。
朱雀帝は、生涯を通して光源氏に憂愁を与え続けた存在である。























































　「またさりとて、かの院に聞こしめさむことよ」と思ひ乱れたまへる御心の中苦しげなり。 （ 「若菜」④六四頁 、 「院に聞こしめさむこともいとほし、このころばか つくろはむ」 （ 「若菜上」④七〇頁）等。
⑼
　「よそよそにてはおぼつかなるべし。明け暮れ見たてまつり聞こえうけたまはらむこと怠らむに、本意違ひぬべし。げに、ありはてぬ世いくばくある じけれど、なほ生けるかぎりの心ざ をだ 失いひ じ」
（ 「鈴虫」④三七八―三七九頁）⑽　
他にも「若菜下」④二〇六頁、 「御法」④五一三頁でも同じ述懐が記
されている。
《本文引用》・ 『新編日本古典文学全集「源氏物語」①～⑤』小学館、平成六年～一九
年
